
2023 年度 全学向け日本語コース/NUPACE 日本語コースシラバス 

 

科目名 学期 曜日・時限 担当者 

プレゼン・スキル a  秋学期 月曜・５時限 加藤 淳 

【授業目標】 

この授業では、留学生が研究や報告を発表する際に必要となる基礎的な知識を身につけ、適切な日本表現を用いてプ

レゼンテーションを行えるようにする。また、自分が伝えたいことが正確に伝わるように練習するだけでなく、発表を

聞いて質問をしたり、意見交換をしたりすることや相手に配慮した態度や話し方についても習得する。 

【授業計画】 

 授業日 文法／表現 論述文を書く 

1 10月2日 
オリエンテーション 

プレゼンテーション 
研究について／日本での学習について話す 

2 10月16日 学科紹介・研究紹介(1) 
発表までのプロセスと構成を理解する 構成を考

えて話す 

3 10月23日 学科紹介・研究紹介(2) 発表しコメントしあう 

4 10月30日 研究発表(1) 序論 導入を考える 

5 11月6日 研究発表(2) 本論 −−研究方法−− 

6 11月13日 研究発表(3) 本論 −−データが１つの場合の結果および考察−− 

7 11月20日 研究発表(4) 本論 −−データが複数の場合の結果および考察−− 

8 11月27日 研究発表(5) 結論 −−全体のまとめ−− 

9 12月4日 発表スライド(1) 簡潔に発表するための日本語の工夫 

10 12月11日 発表スライド(2) 情報の示し方 

11 12月18日 質疑応答(1) 質問やコメントを受ける 

12 1月15日 質疑応答(2) 回答する 

13 1月22日 質疑応答(3) 質問者に誤解や解釈のずれがあると感じたとき 

14 1月29日 ポスター発表 ポスター発表をする 

15 2月5日 発表の実践と振り返り 自己評価と振り返りレポート提出 

【評価方法】 

発表と振り返りシート(60%)、最終発表と振り返りレポート(40%)  

この授業では、数回の発表と話し合いを行い、「話す」能力を中心に伸ばすことを目的としています。 

【テキスト】 

『留学生のための考えを伝え合うプレデンテーション』仁科浩美,くろしお出版，2020  

ISBN: 978-4874248423 ＊テキストは必ず購入してください。 

【注意事項】 

欠席すると発表の機会を失してしまいます。積極的に授業に参加し、振り返りシートは、毎回必ず提出してください。

病気などで欠席する場合は、後日、録画したものを提出してもらいます。 

合格（pass）するためには、70％（11回）以上の出席が必要です。 



2023 年度 全学向け日本語コース/NUPACE 日本語コースシラバス 

 

科目名 学期 曜日・時限 担当者 

プレゼン・スキル b 秋学期 木曜・５時限 加藤 淳 

【授業目標】 

この授業では、留学生が研究や報告を発表する際に必要となる基礎的な知識を身につけ、適切な日本表現を用いてプ

レゼンテーションを行えるようにする。また、自分が伝えたいことが正確に伝わるように練習するだけでなく、発表を

聞いて質問をしたり、意見交換をしたりすることや相手に配慮した態度や話し方についても習得する。 

【授業計画】 

 授業日 トピック 発表練習 

1 10月5日 
オリエンテーション 

プレゼンテーション 
研究について／日本での学習について話す 

2 10月12日 学科紹介・研究紹介(1) 発表までのプロセスと構成を理解する 構成を考えて話す 

3 10月19日 学科紹介・研究紹介(2) 発表しコメントしあう 

4 10月26日 研究発表(1) 序論 導入を考える 

5 11月2日 研究発表(2) 本論 −−研究方法−− 

6 11月9日 研究発表(3) 本論 −−データが１つの場合の結果および考察−− 

7 11月16日 研究発表(4) 本論 −−データが複数の場合の結果および考察−− 

8 11月30日 研究発表(5) 結論 −−全体のまとめ−− 

9 12月7日 発表スライド(1) 簡潔に発表するための日本語の工夫 

10 12月14日 発表スライド(2) 情報の示し方 

11 12月21日 質疑応答(1) 質問やコメントを受ける 

12 1月11日 質疑応答(2) 回答する 

13 1月18日 質疑応答(3) 質問者に誤解や解釈のずれがあると感じたとき 

14 1月25日 ポスター発表 ポスター発表をする 

15 2月1日 発表の実践と振り返り 自己評価と振り返りレポート提出 

【評価方法】 

発表と振り返りシート(60%)、最終発表と振り返りレポート(40%)  

この授業では、数回の発表と話し合いを行い、「話す」能力を中心に伸ばすことを目的としています。 

【テキスト】 

『留学生のための考えを伝え合うプレデンテーション』仁科浩美,くろしお出版，2020  

ISBN: 978-4874248423 ＊テキストは必ず購入してください。 

【注意事項】 

欠席すると発表の機会を失してしまいます。積極的に授業に参加し、振り返りシートは、毎回必ず提出してください。

病気などで欠席する場合は、後日、録画したものを提出してもらいます。 

合格（pass）するためには、70％（11回）以上の出席が必要です。 
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